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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第58期
第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 6,998,946 6,259,695 9,111,798

経常利益 (千円) 1,073,473 580,977 1,236,750

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 720,894 376,594 833,147

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 736,306 243,074 830,099

純資産額 (千円) 10,065,283 11,384,608 11,238,896

総資産額 (千円) 11,899,307 13,375,015 13,120,769

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 119.01 58.14 136.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 84.6 85.1 85.7
 

 

回次
第58期
第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 46.95 34.16
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、鉱工業生産は振れを伴いながらも持ち直し基調が続いてお

り、また家計部門については良好な所得環境に支えられ個人消費が持ち直す等、景気の回復基調が持続しました。

内需では、堅調な企業収益を受けて、設備投資は人手不足を背景とした合理化・省力化投資等を中心に増加基調と

なりました。個人消費については、雇用・所得環境の改善により回復基調となりました。外需では、足元では中国

向け輸出が低迷する等、増勢が鈍化しており、今後についても米中貿易戦争に対する先行き不透明感等、下振れ圧

力が更に強まることが懸念される状況です。

外食産業につきましては、全体的な売上は引き続き増加基調にありますが、人手不足は慢性化しており、引き続

き厳しい状況が続いております。

このような情勢の中、当社グループとしては、お客様にとって満足度が高く、いち早くご相談・ご用命いただけ

る会社として「ファーストコールマシナリー」になること、そして「信頼され、信頼に応えられる企業」を目指

し、高付加価値製品の開発や、更なる販売体制の強化を行ってまいりました。

販売状況につきましては、主力製品である店舗向け小型ロボットや大型機をベースに、省力化・省人化をはじめ

としたお客様のニーズに沿った営業活動を展開してまいりました。また、国内では、当社独自の展示会「スズモ

フェア」を中心に各種展示会を計画通り開催いたしました。海外につきましては、寿司文化の浸透を世界に働きか

けるため、大規模な国際展示会に参加するとともに海外販売店との円滑な展開を収めました。

子会社では、株式会社セハージャパンは、アルコール系洗浄剤や離型油等の販売拡大を積極的に展開し、Suzumo

International Corporation（SIC）およびSuzumo Singapore Corporation（SSC）は、小型ロボットを中心に積極的

な販売活動を行いました。

このような結果、当第３四半期連結累計期間における売上高合計は62億59百万円(前年同期比10.6％減)となりま

した。また、利益につきましては、営業利益５億75百万円(前年同期比46.1％減)、経常利益は５億80百万円(前年同

期比45.9％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億76百万円(前年同期比47.8％減)となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(米飯加工機械関連事業)

米飯加工機械関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は57億24百万円(前年同期比12.0％減)、営業利益は

５億59百万円(前年同期比47.3％減)となりました。

 

(衛生資材関連事業）

衛生資材関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は５億35百万円(前年同期比7.8％増)、営業利益は16百万

円(前年同期比141.8％増)となりました。

 

財政状態は、次のとおりであります。

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億54百万円増加し133億75百万円とな

りました。これは主に、受取手形及び売掛金が88百万円、土地が63百万円、繰延税金資産が56百万円、たな卸資産

が40百万円増加したことなどによるものであります。
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(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ１億８百万円増加し19億90百万円となり

ました。これは主に、未払法人税等が１億64百万円、賞与引当金が76百万円減少した一方で、退職給付に係る負債

が２億75百万円、買掛金が50百万円増加したことなどによるものであります。

 

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ１億45百万円増加し113億84百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金が配当金の支払により97百万円減少しましたが、親会社株主に帰属する四半期

純利益により３億76百万円増加したことに加え、退職給付に係る調整累計額が１億58百万円減少したことなどによ

るものであります。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は54百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成31年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,480,000 6,480,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数は100株であります

計 6,480,000 6,480,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年12月31日 ─ 6,480 ─ 1,154 ─ 982
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成30年９月30日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,900
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

64,559 ―
6,455,900

単元未満株式
普通株式

― ―
21,200

発行済株式総数 6,480,000 ― ―

総株主の議決権 ―  64,559 ―
 

（注）上記「単元未満株式」には当社所有の自己株式５株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鈴茂器工株式会社

東京都練馬区豊玉北
２－23－２

 2,900 ―  2,900  0.0

計 ―  2,900 ―  2,900  0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている優成監査法人は、平成30年７月２日に太陽有限責任監査法人と合併

し、太陽有限責任監査法人と名称を変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,609,543 6,533,922

  受取手形及び売掛金 1,185,151 1,273,887

  たな卸資産 1,605,404 1,646,085

  その他 46,823 95,393

  流動資産合計 9,446,922 9,549,288

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,545,094 1,495,610

   土地 1,062,506 1,125,607

   その他（純額） 115,997 105,898

   有形固定資産合計 2,723,597 2,727,116

  無形固定資産 82,052 133,223

  投資その他の資産   

   投資有価証券 368,496 403,562

   繰延税金資産 307,037 363,580

   その他 202,752 206,924

   貸倒引当金 △10,090 △8,680

   投資その他の資産合計 868,196 965,386

  固定資産合計 3,673,846 3,825,726

 資産合計 13,120,769 13,375,015

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 400,911 451,266

  未払法人税等 181,557 17,185

  賞与引当金 161,354 85,106

  その他 383,008 408,242

  流動負債合計 1,126,831 961,801

 固定負債   

  繰延税金負債 1,209 1,714

  役員退職慰労引当金 14,368 16,168

  退職給付に係る負債 657,741 932,922

  その他 81,722 77,800

  固定負債合計 755,041 1,028,605

 負債合計 1,881,872 1,990,407
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,154,418 1,154,418

  資本剰余金 982,960 982,960

  利益剰余金 9,015,896 9,295,334

  自己株式 △3,339 △3,544

  株主資本合計 11,149,935 11,429,167

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 85,115 106,254

  為替換算調整勘定 10,380 13,777

  退職給付に係る調整累計額 △6,535 △164,590

  その他の包括利益累計額合計 88,961 △44,558

 純資産合計 11,238,896 11,384,608

負債純資産合計 13,120,769 13,375,015
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 6,998,946 6,259,695

売上原価 3,570,134 3,254,063

売上総利益 3,428,812 3,005,631

販売費及び一般管理費 2,360,745 2,430,006

営業利益 1,068,066 575,625

営業外収益   

 受取利息 958 955

 貸倒引当金戻入額 － 1,410

 受取配当金 1,818 2,314

 為替差益 3,594 －

 その他 2,259 2,240

 営業外収益合計 8,630 6,920

営業外費用   

 手形売却損 56 127

 売上割引 2,317 830

 為替差損 － 571

 保険解約損 790 －

 その他 60 38

 営業外費用合計 3,223 1,567

経常利益 1,073,473 580,977

特別利益   

 投資有価証券売却益 2,618 －

 有形固定資産売却益 － 691

 特別利益合計 2,618 691

特別損失   

 固定資産除却損 － 1,681

 電話加入権評価損 － 2,393

 特別損失合計 － 4,075

税金等調整前四半期純利益 1,076,091 577,594

法人税等 355,197 200,999

四半期純利益 720,894 376,594

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 720,894 376,594
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 720,894 376,594

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24,174 21,138

 為替換算調整勘定 △9,122 3,396

 退職給付に係る調整額 361 △158,055

 その他の包括利益合計 15,412 △133,519

四半期包括利益 736,306 243,074

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 736,306 243,074

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日 至　平成30年12月31日)

 税金費用の計算

 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。ただし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。
 

 

(追加情報)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

受取手形割引高 2,400千円 ―千円

受取手形裏書譲渡高 184,313 〃 174,204 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

減価償却費 143,281千円 118,331千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 90,859 15 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式  97,157  15 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額
(注)米飯加工機械

　　関連事業
衛生資材
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,502,094 496,852 6,998,946 ― 6,998,946

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 6,502,094 496,852 6,998,946 ― 6,998,946

セグメント利益 1,061,298 6,768 1,068,066 ― 1,068,066
 

　(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額
(注)米飯加工機械

　　関連事業
衛生資材
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,724,286 535,408 6,259,695 ― 6,259,695

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,724,286 535,408 6,259,695 ― 6,259,695

セグメント利益 559,261 16,363 575,625 ― 575,625
 

　(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

１株当たり四半期純利益 119円01銭 58円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 720,894 376,594

普通株主に帰属しない金額(千円) ―  ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益(千円)

720,894 376,594

普通株式の期中平均株式数(株) 6,057,227 6,477,104
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成31年２月12日

鈴茂器工株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 宮　崎　　　哲 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上　西　貴　之 印

 

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴茂器工株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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